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披
術
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關
す
る
從
來
：の
經
濟
學
的
、
或
社

#

た
經
營
學
的
硏
究
.

は
、
多

く

は

機

械

と

工

具

(
w

e
r

k
z

l
)

：
に
關
す
る
機
械
的
生
產 

方
禪
の
：硏
究
で
ぁ
,

、

れ
杧
對
し
：：て
非
機
械
的
坐
產

>

化
學
的
隹|

:

は
物
理
的!!
.

化
學
的
坐_

の|

忙
關
.

尤
る
硏
究
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者
'

の
注
#

を
惹
4

と
i

.

比
較
的
少
為
く
、
，蝕

铉

j：

十
年
前,

蒼

t

象
^

ず
0

骷
1

;

〕

今
:0

尙

ほ
.

1

「

般
.

：に'
非
機
械
的
坐
產» -
«

に
關
す
：る
：硏
究
絲
經
濟
學
者
：の
關
：心
を
惹

.

く
こ.
と
左
難
大.
で
な
^
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ニ)

.

か
く
：
0

如
き
學
界
の
：倾
向
に
.

對
し
て
ぃ
ニ
私
が
此
處
に
紹
介
し
や
ぅ
と
ず
る
パ

^

スV
v
:

ホK
K
。

マ
：
ン
の
硏
究
は
、
化

學

H

業
の
技

術
的
合
理
化
ー
に
關
ず
％
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新
硏
究
で
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せ

は 
'一
-昨
年

掛

,
の
：經

濟

學

的

硏

墘

ゆ

.先
驅

を

な

：し

：た

餘

場

敬

治

敎

睽

の

皆

書

：：”
技

#

と

經

_

中

に

、〈

前

述

：マ

タ

レ

1 ;
の

見

解
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.

;
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ハ：
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紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
？
こ

レ
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、
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に
關
す
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合
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化
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本
来
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す
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處
に
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に
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す
る
合
理
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合
理
化
旗
獨
の
：操
索
に
.

努
め
'

て
こ
れ.
に
成
功
し'
て
ゐ
多
こ
と.は
>

單
；に
普
通
め
經
濟
學
者
、
：
或
は

.

經
營
翁
款
の
到
底
な
じ
得
な
い

.

所̂
,
 

あ

？

、
著

寒

如

乂

化

學

工

業
0

實

際

に

靈

し

、
，
：
耳

つ

^

 

^

 

^

 

b

 

r

V

て
¥

能

の

：と

と
'

で

あ

る0
':..

」

；.
'.卩

>
,

し
か
し̂

ち

化

學
エ

業
の

實
際
'<
?

:

.

そ
：の.戡
礎
的
知
識
に
關
す
.

る
著
箸
の
準
備
は
、

> 

犄
に
こ
れ
等
め
準
備
的
‘知
識
に
欠
け
て
ゐ
る
も
の 

に

取

：
つ

て

は
：*

そ
.

の

著

作

を'^
て
半
ば
以11
1

經
濟
學
的
文
献
で
あ
る
と
い

'

ふ
ょ
り
は
寧
ろ.，1
:
エ
學
書
た
る
の
觀
を
與
へ
る
も
の
で
あ 

$
 

.こ
'

の
.

こ
.

と

爲

論

本

書

が

、
.

；1

兀

來

化

學

囊.
の
技
術
的
發M

の
實
證
的
研
究
を
目
的
と
せ
ず
、
化
學
エ
.業
全
般
に
渡
る
技
術
的
合 

迦

化

：
.

の
原
理
論
的
硏
究
%

目

的

士

し

：
て

ゐ

：る

こ

々

に

V

I

部
分
歸
因
す.る
o

.

ま

た

更.
ち
.

に

本

書

は

そ

の

副

題

.に
示
さ
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
に 

「

技
#

經
濟
論
，に
：對
す
る
'1

•

寄
與」

.

で
あ
る
が.
で

，前

述

の

如

く

そ

.れ

は

ゴ
ッ
ト

ル
の
著
作
を
補
足
す
る
硏
究
で
あ
つ
て
、
：
從

c
v

て
技
軲 

と

經

濟CD
相
關
ず
る
所
の
問
題
を
取
办
擧
げ
る

“

こ
と
：は
そ'の
主
た
る
目^

で
は
な
いP
S

 

5

そ
れ
故
に
本
書
は
化
學
工
業
に
關
す
る

、 

ゴ
々̂

ル
：：の
謂
：

_

術

的

理

性.
の
：原

理0

擴
充
的
硏
文
で^

^

1

ー一.
/

唯
だ
ホ>

ブ
：
マ
：
ン
は
旣
に
稍
1

不
評.
を
蒙'
つ.
て
ゐ.
る
產
業
合
理
化
問
.

題
に
對
し.
て
、
：
次
ぎ
；の
如
き
見
解
を
洱
三
繰
り
返
し
述
べ
て
ゐ
る
。 

即

ち

霧

合

理

化

は

失

業

を

招

竽

f

馨

ら

れ

る

：け
れ
ど
も
、

，」

の
こ
と
は
化
學
S

S

合
に
は■

し
な
い
。
¥

化
學
工
業
の 

:

.

:

座

犛

過

程

，の

生

た

. ^

部
.

分
は
裝
闇
內
の
：原
料
の
化
學
的
變
化

_

の
過
程
で
あ
；つ
.
.て
、
其
處
で
は
人
間
の
勞
働
は
單
に
監
視
的
な
機
能
を
果
す
に 

.

‘

. 

'

過
ぎ
な
い::%

の
ぃ
で
あ
り
'

ま
.

た
.

そ
.

の.
勞
働
苕
數:^
冗
來
左
：程
大
で
な
い
か
ら
で
あ

.

る
タ
：
:
ノ

本
書
は
本
文
僅
か
.

に.
百
1

ー
十
頁.
の
小
冊
鬻.
に
過
ぎ
な̂

の
.で

あ

つ

て:-'

素
ょ
り
著
者
の
目
的
と
し
た
所
は
化
學
エ
，業
の
生
產
资
程
に 

關
す
る

1

般
的
、
.

霧
的
合
理
化
原
理
の
系
統
的
な
探
及
に
あ
る
。
從
つ
て
吾
々
は
化
學

H

業
の
個
々
の
場
合
に
關
す
る
問
題
の
詳
明 

な
解
決
を
本
書
に
求
め
：る
I

は
不
可
能
で
あ
る
.
o

'

も
れ
は
勿
論
別
の
硏
究
に
依
.

つ
.
て
補
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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し
か
し

本

書
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な
個
別
的
硏
究
を
薄
し
く
容
易
な
ら
し

^
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化

學H

業

の

唐

技

術i

ず

裏

濟

學

的

硏

究
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て
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內
外
の
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界
を
通
じ
て
事
實
類
書
の

_

少
な
い
令
日
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*

ッ
ブ
マ
ン
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著
作
を
見I

と
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出

來
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技
術
のI

に
關
す
：義

着

的

研

究

は

醫
：
*

.

ら
れ
た
所
であ

る

。

が

私

が

此

處

に.
紹
介
し
や
ぅ
と
す
翁

レ
1

ネ
ル
ト
の
著
作
は
次
ぎ
め
三
章
か
ら
成

a
:

で
ゐ
、る
々-

.

f

 

^

l

i

 

(
1

1
)

技
術
進
歩
の
經
濟
勺

諸
問
題
、
及
び

a
l

i

術
I

步
.

と
經
濟I

の
問
題I

s

。
：：
著
者
は
こ4

^
^

l

l

i

s

i

 的 

I

I

!

ぁ 

f

 

I

I

I

 

P

I I
I &

.

f

。
I

n

n

な
ち
な
い
;-
0
燃
ち
.ば
此
處
に
'm
要
で
あ
る
人
間
の
本
質
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
；か
。
著
若
は
こ
れ
を
明
か

.€
t

ん
が
^
め
に
V

人 

間
の
技
術
4
動
物
：め
技
術
名
を_
照
し
て
凡
爸
次
^:
の
她v

去
M
O
;跡
物
'の
技
術
は
精
神
的■で
故
な
く
、-'
:
'意
識
的
で
は
な
く
、
無
意
識 

的
で
あ
h
v
>
.
^

本

能

的

で

象

。
こ.の
本
能
的
蕋
礎
に
於
い
そ
動
物
め
技
術
は
そ
の
肉
體
时
生
#
維
持
の
手
段
七
し
て
合
目
的
々
に
構
成'
 

せ
ら
れ
名
广
こ
れ
に̂

し
セ
人
間
は
決
し
そ
窗
尨
る
本
能
や
强
制
ぬ
動
か
茗
れ
る
本
の
旁
は
な
^
^
知
能
的
に
そ
の
技
術
を
自
由
に 

發
M
せ

し

め

尝
^
机
出
來
る
？
そ
し.て
こ
れ
に
依
つ
で
人
間
の
精
神
れ
意
：欲
と
觀
念
の
實
現
が
可
能
^
せ
ら
れ
ゐ
。
且
つ
こ
；の
場
合 

に
人
間
は
、
，
動
物
泛
社
異
な̂

^
必
ず
^

^
そ
の
-肉
體
的
生
存
維
持
ぬ
た
め
の
合
目
的
々
な
行
爲
，に
の
み
終
始
す
る
も

.のg.

は
な
ぐ
、
... 

そ
れ
以
上
に
出
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
根
據
を
人
間
の

「

新
し
き
も
の
を
好
む
心

」

0 .
泛

H
o
v
u
m

 G
e
i
s
t

に
求
め
て
ゐ 

:る
:0
か
:<
て
こ
め
人
間
:0
精
神
が
人
間
の
：技

術

裏

術;(
0
發
展
：に
取
つ
て'特
徵
的
:0
も
の
で
：奮

と
考
へ
.ら
れ
：る
0:
.
こ

れ

が

本

書

に

於 

け
る
著
者 Q

 
基
本
的
な 

f

 淡
る
？ 

.•■
:
,;;
*.
:

'

.
，
'ベ
，t
: 

:
.
o
:
:
r
:
.
.
.
;

。
か
竭
め
如
居
見
解
か
ら
レ.
1ネ
ル
十
は
、
：從
來
か
ら#:
く
の
學
者
：£
依
夕
尤
技
■
の
：■
檩
は
自
然
支
配
に
あ
る
と
考
ベ
ら
れ
て
來
て 

ゐ
石
が
で
亡
の
見
解
が
潭
に
技
術
购
觀
觀̂
の
み
從
つ
た
^
の
で
^
つ
て
經
濟
的
觀
點
か
ら
主
張
さ
れ
得
洛
も
の
で
は
な
い
ク
と
し
で 

;
れ
?:
:否
定
ず
る
0
:贺
ら
に
彼
は
無
限
の
欲
璧̂
そ
れ
を
充
炬
ず
る
有
眼
の
可
能
と«-
對

立

し

イ

兩

者

の

間

崎

.
即

ち

所

謂

生

活

の

欠 

乏
'M
;t
--
w
s
n
o
t
令
減
#

^

こ̂
'i
fc
l

^

g內
茴
的
^

^

認̂
办
^
と
す
#
ゴ
>
ト
次
の
見
解
を
ば
、.次
ぎ
の
如
べ
1

.1
5
さ
れ
な
け
れ 

茗

ら

な

い
.念

.

_
名
。1

づ
技
«
的
可
能
に
就
终
て
赛
者
：は3
つ
の
_

的
方
向
を
區
別
す
る
？
.

(

ま

新

し

い

霞

錾

物

の
 

卿

造

羞

の
.分
化
，
身

)

5

象

物

蓋

の

技

爾

的

馏

率

篇

大̂

そ
4
て
ゴ
ッ
卞
：ル_

ッ
公
ル
，
の
：觉

望

此

關

ず

各

驀

が

不

充

分

で

.あ

邊

ず

篇
;.
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